
添付資料２ 

 

 

 

 

 

 

県立水戸工業高等学校  

新棟整備事業 

 

審査基準書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 10 月 

茨城県教育委員会 
 

 

 

 



 

目 次 

 

１ 本書の位置付け 

２ 審査の概要 

３ 審査体制 

４ 審査の手順 

５ 審査結果の公表 

６ 審査基準 

  ６－１ 参加資格要件の確認 

  ６－２ 提案審査 

７ 最優秀提案の選定 

８ 選定事業者の決定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１ 本書の位置付け 

  本審査基準書は、茨城県教育委員会（以下「県」という。）が、県立水戸工業高等学校新棟

整備事業（以下「本事業」という。）において、最も優れた提案（以下「最優秀提案」という。）

を行った事業者等を選定するための手順及び審査基準等を示すものであり、応募者に交付す

る募集要項等と一体のものである。 

  本事業を実施する事業者（以下「選定事業者」という。）の決定に当たっては、事業提案

書の内容及び提案価格により総合評価した提案審査結果に基づき決定する「公募型プロポー

ザル方式」を採用する。 

本審査基準書は、事業者を選定するための方法及び基準を示したものであり、応募者は、本

書を踏まえて、本事業に参加すること。 

 

２ 審査の概要 

審査は、参加資格要件の確認及び提案審査（基礎審査、内容審査）により実施する。 

 

３ 審査体制 

公正性及び透明性を確保することを目的に県立水戸工業高等学校新棟整備事業選定委員会

（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

選定委員会は、本審査基準書に基づき評価を行い、最優秀提案及び次点提案を選定し、そ

の結果を踏まえ、県は優先交渉権者及び次点交渉権者を決定する。 

 

４ 審査の手順 

参加表明書等の受付 

 

参加資格要件の確認 

 

 

提案書類等の受付 

 

提案審査 

 

①基礎審査 

 

 

②内容審査 

（提案価格・提案内容の審査） 

 

 

優先交渉権者及び次点交渉権者の決定 

要件不備の場合は失格 

要求水準等を満たしていない場合は失格 

※ 提案審査に進む応募者が多数の場合は、提案審査の

前に、事業提案書等による書類審査を行い、選定委員

会による審査に進む応募者を３者程度に選定する可能

性がある。 
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５ 審査結果の公表 

資格審査及び提案審査の結果については、各応募者へ個別に通知するほか、本プロポーザ

ルの結果を茨城県教育委員会のホームページを通じて公表する。 

 

６ 審査基準 

６－１ 参加資格要件の確認 

応募者から提出された参加資格要件確認書類により、募集要項に示す応募者の備え

るべき参加資格要件を満たしていることを確認し、明らかに参加資格を満たしていな

い場合は失格とする。 

 

 ６－２ 提案審査 

  （１）基礎審査 

     県は、応募者から提出された事業提案書について、提案価格が募集要項に示す提案

上限額内であるか、提案内容が要求水準を満たしているかを確認し、明らかに満たし

ていないと判断される場合は失格とする。 

なお、基礎審査結果に対する点数の配点は行わないものとする。 

   

  （２）内容審査 

     内容審査により、価格評価、提案評価を行い、総合評価点を算出する。 

総合評価点   ＝   価格評価点   ＋    提案評価点 

（満点：1000 点）     （満点：200 点）         （満点：800 点） 

 

    ア 提案価格に対する内容審査 

     以下の計算式に基づき、提案価格から価格評価点を算出する。価格評価点の配点

は200点とし、小数点第３位以下を四捨五入し、小数点第２位まで算出するものと

する。 

なお、募集要項に示す提案上限額を超えた提案価格を提示した応募者は失格とす

る。 

    ＜価格評価点の計算式＞ 

価格評価点 ＝ 200点 ×（最低提案価格） ／ （当該提案価格） 

 

    イ 提案内容に対する内容審査 

       事業提案書の内容について、次頁以降に示す項目ごとに、評価の視点に基づき評

価する。審査の採点基準は、以下に示す５段階によるものとし、評価に従い各項目

の配点に採点基準の係数を乗じて算出するものとする。点数化の際は、小数点第２

位まで算定する。 

各評価項目について各委員が採点し、各委員の提案評価点の平均点を当該応募者

の提案評価点とする。平均点は、小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位まで算出

する。 
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評価 評価内容 採点基準 

Ａ 提案内容が優れている 配点×1.00 

Ｂ 提案内容がやや優れている 配点×0.75 

Ｃ 提案内容が中庸である 配点×0.50 

Ｄ 提案内容がやや劣っている 配点×0.25 

Ｅ 提案内容が劣っている 配点×0.00 

 

 

【評価項目及び配点】 

  ○ 事業計画に関する事項 

項目 評価の視点 配点 

１ 
事業理解・実施

方針 

①本事業の目的及び施設整備方針を十分に理解した提案

となっているか。 

②提案内容に具体性及び実現可能性があり、確実に履行

できる内容となっているか。 

③本事業の目的を達成するため、事業者独自の視点を持

ち、明確な施工計画が示されているか。 

④その他、優れた提案が含まれているか。 

100 

２ 事業実施体制 

①設計、建設、工事監理、情報ネットワーク環境構築の各

業務を確実かつ円滑に実施できる体制が構築されてい

るか。 

②各企業の役割分担が適正で、着実な事業実施が期待で

きるか。 

③県及び学校との協議・調整を迅速かつ円滑に行うこと

ができる体制となっているか。  

④品質の確保について具体的な方法が提案されている

か。 

⑤その他、優れた提案が含まれているか。 

70 

３ 
工程計画 

(スケジュール) 

①具体的かつ的確な工程計画の提案があるか。 

②工期遵守のための方策の提案があるか。 

③その他、優れた提案が含まれているか。 

80 

小計  250 

 

  ○ 設計・工事監理・建設業務に関する事項 

項目 評価の視点 配点 

１ 平面計画 

①本事業の目的を踏まえた施設利用上の利便性、効率

性、安全性へ配慮した諸室の配置・動線計画の提案

があるか。 

②その他、優れた提案が含まれているか。 

60 

２ 
ものづくりラボ

の計画 

①６学科の生徒が学科の枠を越えて、協働して学科横断

型の探究活動を展開できる配置・機能・空間構成とな
80 
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っているか。 

②実習機器を用いた学習、研究活動を展開できる配置・

機能・空間構成となっているか。 

③ものづくり環境を整備し、設計から製作までを一体的

に学ぶ教育や地域企業等との連携した学習を展開で

きる配置・機能・空間構成となっているか。 

④ICT 機器を用いた多様な学習を展開できる配置・機能・

空間構成となっているか。 

⑤小中学生向けワークショップ等を展開できる配置・機

能・空間構成となっているか。 

⑥利用人数や活動内容等に応じて、多様な利用形態に対

応できる環境になっているか。 

⑦その他、優れた提案が含まれているか。 

３ 
産学連携ラボの

計画 

①企業技術者が定期的に常駐し、生徒の探究活動を日

常的に支援するのに必要な配置・機能・空間となっ

ているか。 

②その他、優れた提案が含まれているか。 

30 

４ 
イノベーション

エリアの計画 

①ロボット・ドローン等を活用した制御実習や探究活動

を展開できるよう、振動、衝撃、耐荷重、騒音等に配

慮した空間となっているか。 

②協力校との研究発表会や各種コンテスト等を実施し、

全県の工業教育のハブ機能を担うのに適した配置・機

能・空間となっているか。 

③大空間における情報ネットワークや配信環境に特色

ある機能の提案が含まれているか。 

④可動式椅子展開時、収納時のいずれにも対応した動線

計画となっているか。 

⑤その他、優れた提案が含まれているか。 

80 

５ 施設内計画 

①学習環境の向上を図るための採光、通風、遮音等に配

慮した計画の提案があるか。 

②清掃や補修、点検等、日常的な維持管理がしやすい計

画の提案があるか。 

③ユニバーサルデザインに配慮した施設計画の提案が

あるか。 

④家具、内装、照明等を一体的に計画し、利用者の学習

意欲の向上に資する、機能的かつ魅力的な空間の提案

があるか。 

⑤その他、優れた提案が含まれているか。 

60 

６ 

情報ネットワー

ク環境構築の計

画 

①既存校舎の情報ネットワークとの整合性を確保しつ

つ、必要な通信品質、安定性及び利便性を確保できる

提案となっているか。 

②大学、企業、研究機関、協力校等との双方向型授業、

探究指導及び成果発表等を効果的に実施できる提案

となっているか。 

50 
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③教職員が供用開始後に適切に運用できるマニュアル、

設定情報等の引継ぎ方法が具体的であるか。 

④その他、優れた提案が含まれているか。 

７ 什器備品計画 

①教育活動及び施設利用形態と什器備品の種類、配置等

が適切に対応しているか。 

②学校施設での日常利用を踏まえ、安全性、耐久性及び

使いやすさなどに優れた什器備品となっているか。 

③その他、優れた提案が含まれているか。 

50 

８ 外観の計画 

①新棟の周辺環境や既存施設との調和に配慮しつつ、全

県的な教育改革の拠点となることを踏まえた外観と

なっているか。 

②その他、優れた提案が含まれているか。 

50 

９ 外構の計画 

①渡り廊下等を含む外構計画が、既存校舎との接続性、

利便性に優れているか。 

②新棟周辺の車路、駐車場等の環境に配慮した計画とな

っているか。 

③その他、優れた提案が含まれているか。 

40 

10 環境への配慮 

①ライフサイクルコストの低減、省資源及び省エネルギ

ーなど環境に配慮した資材や設備機器を取り入れた

提案がされているか。 

②その他、優れた提案が含まれているか。 

50 

小計  550 

 

７ 最優秀提案の選定 

選定委員会は最も総合評価点の高い提案を、最優秀提案として、２番目に高い提案を次点

提案として選定する。 

なお、最も高い総合評価点を得た提案が複数ある場合は、提案評価点の最も高い提案を最

優秀提案とする。この場合において、提案評価点が同点である提案が複数あるときは、当該

応募者によるくじにより順位を決定する。 

また、総合評価点は60パーセントを基準とし、これを満たさない事業提案は選定の対象と

しないものとする。 

 

８ 選定事業者の決定 

県は、選定委員会における最優秀提案及び次点提案の選定結果を基に、優先交渉権者及び

次点交渉権者を決定する。 


